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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
親スコープに設けられたガイドチャンネル内に子スコープの挿入部を挿通して使用するた
めに、下端部には上記親スコープの操作部のガイドチャンネルの入口部分に着脱自在な取
り付け口金が設けられると共に、上端部には上記子スコープの挿入部の基端に連結された
操作部を保持する子スコープ保持部が設けられ、上記取り付け口金と上記子スコープ保持
部との間には、上記取り付け口金と上記子スコープ保持部との間の距離を変化させるよう
に軸線方向に相対的にスライド自在に嵌合する一対の筒体からなる中間筒が設けられた親
子式内視鏡の挿入補助具において、
　上記中間筒の一対の筒体のうち太い方の筒体の端部を外径が先細り又は先広がりのテー
パ状に形成して、その端部に開口するスリットを軸線と平行に形成すると共に内周部分に
はシート状の弾力性部材を取り付け、上記テーパ状部分を縮径させる方向に締め環で締め
付けることにより、上記弾力性部材が上記中間筒の細い方の筒体の外周面に圧接するよう
にしたことを特徴とする親子式内視鏡の挿入補助具。
【請求項２】
上記子スコープ保持部は、上記子スコープの操作部の下端部分が緩く嵌め込まれる形状で
あって、外径が先細り又は先広がりのテーパ状に形成され、その端部に開口するスリット
が軸線と平行に形成されると共に内面側にはシート状の弾力性部材が取り付けられ、上記
操作部嵌め込み部のテーパ状部分を縮径させる方向に締め環で締め付けることにより、上
記操作部嵌め込み部の弾力性部材が上記子スコープの操作部に圧接するように構成されて
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いる請求項１記載の親子式内視鏡の挿入補助具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、親スコープのガイドチャンネル内に子スコープを挿通して使用する際に用
いられる親子式内視鏡の挿入補助具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　親子式内視鏡を使用する際には、術者が子スコープの操作部を親スコープの操作部と一
緒に保持することができるよう、親スコープの操作部のガイドチャンネルの入口部分に着
脱自在な取り付け口金を下端部に有し、子スコープの操作部を保持する子スコープ保持部
を上端部に有する挿入補助具が用いられる場合がある。
【０００３】
　そのような親子式内視鏡の挿入補助具においては、子スコープの挿入状態に合わせて子
スコープの操作部を親スコープの操作部に対して移動させる必要があるので、親スコープ
の操作部側に取り付けられる取り付け口金と子スコープの操作部を保持する子スコープ保
持部との間の距離を変化させるように、軸線方向に相対的にスライド自在に嵌合する一対
の筒体からなる中間筒により、取り付け口金と子スコープ保持部との間を連結している（
例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開平１１－３１３７９４
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載された従来の親子式内視鏡の挿入補助具においては、子スコープの挿
入状態に合わせて一対の筒体を相対的にスライドさせて中間筒を伸縮させたら、側方から
固定ネジを締め付けて中間筒の一対の筒体を相対的にスライドできないように固定するよ
うになっている。
【０００５】
　しかし、そのような構成では、子スコープの挿脱操作を行う度に固定ネジを緩めては締
め付ける動作を繰り返さなければならないので、操作が非常に煩雑になって術者にとって
大きな負担になっていた。
【０００６】
　また、子スコープの操作部が子スコープ保持部に固定ネジで押圧固定されるようになっ
ているので、固定ネジの締め付け操作に力を入れ過ぎると、子スコープの操作部を破損す
る恐れがあった。
【０００７】
　そこで本発明は、子スコープの操作部を親スコープの操作部と共に保持しつつ、子スコ
ープの挿脱操作を繰り返して容易に行うことができ、さらに、子スコープの操作部を破損
の恐れなく固定することができる親子式内視鏡の挿入補助具を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するため、本発明の親子式内視鏡の挿入補助具は、親スコープに設け
られたガイドチャンネル内に子スコープの挿入部を挿通して使用するために、下端部には
親スコープの操作部のガイドチャンネルの入口部分に着脱自在な取り付け口金が設けられ
ると共に、上端部には子スコープの挿入部の基端に連結された操作部を保持する子スコー
プ保持部が設けられ、取り付け口金と子スコープ保持部との間には、取り付け口金と子ス
コープ保持部との間の距離を変化させるように軸線方向に相対的にスライド自在に嵌合す
る一対の筒体からなる中間筒が設けられた親子式内視鏡の挿入補助具において、中間筒の
一対の筒体のうち太い方の筒体の端部を外径が先細り又は先広がりのテーパ状に形成して



(3) JP 4459693 B2 2010.4.28

10

20

30

40

50

、その端部に開口するスリットを軸線と平行に形成すると共に内周部分にはシート状の弾
力性部材を取り付け、テーパ状部分を縮径させる方向に締め環で締め付けることにより、
弾力性部材が中間筒の細い方の筒体の外周面に圧接するようにしたものである。
【０００９】
　なお、子スコープ保持部は、子スコープの操作部の下端部分が緩く嵌め込まれる形状で
あって、外径が先細り又は先広がりのテーパ状に形成され、その端部に開口するスリット
が軸線と平行に形成されると共に内面側にはシート状の弾力性部材が取り付けられ、操作
部嵌め込み部のテーパ状部分を縮径させる方向に締め環で締め付けることにより、操作部
嵌め込み部の弾力性部材が子スコープの操作部に圧接するように構成されていてもよい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、中間筒の一対の筒体のうち太い方の筒体の内周部分に設けられた弾力
性部材が細い方の筒体の外周面に圧接するようにしたことにより、子スコープの挿脱状態
に合わせて中間筒を自由に伸縮させてその位置で静止させることができるので、子スコー
プの操作部を親スコープの操作部と共に保持しつつ、子スコープの挿脱操作を繰り返して
容易に行うことができ、さらに、操作部嵌め込み部において弾力性部材が子スコープの操
作部に圧接するように構成することにより、子スコープの操作部を破損の恐れなく固定す
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　親スコープに設けられたガイドチャンネル内に子スコープの挿入部を挿通して使用する
ために、下端部には親スコープの操作部のガイドチャンネルの入口部分に着脱自在な取り
付け口金が設けられると共に、上端部には子スコープの挿入部の基端に連結された操作部
を保持する子スコープ保持部が設けられ、取り付け口金と子スコープ保持部との間には、
取り付け口金と子スコープ保持部との間の距離を変化させるように軸線方向に相対的にス
ライド自在に嵌合する一対の筒体からなる中間筒が設けられた親子式内視鏡の挿入補助具
において、中間筒の一対の筒体のうち太い方の筒体の端部を外径が先細り又は先広がりの
テーパ状に形成して、その端部に開口するスリットを軸線と平行に形成すると共に内周部
分にはシート状の弾力性部材を取り付け、テーパ状部分を縮径させる方向に締め環で締め
付けることにより、弾力性部材が中間筒の細い方の筒体の外周面に圧接するようにし、子
スコープ保持部は、子スコープの操作部の下端部分が緩く嵌め込まれる形状であって、外
径が先細り又は先広がりのテーパ状に形成され、その端部に開口するスリットが軸線と平
行に形成されると共に内面側にはシート状の弾力性部材が取り付けられ、操作部嵌め込み
部のテーパ状部分を縮径させる方向に締め環で締め付けることにより、操作部嵌め込み部
の弾力性部材が子スコープの操作部に圧接するように構成する。
【実施例】
【００１２】
　図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図２において、１０は親スコープであり、その挿入部１１の基端に操作部１２が連結さ
れ、挿入部１１内に全長にわたって挿通配置されたガイドチャンネル１３の入口であるチ
ャンネル入口口金１４が、操作部１２の下端付近に配置されている。なお、ガイドチャン
ネル１３としては、処置具を挿通するためのいわゆる処置具挿通チャンネルを利用するこ
ともできる。
【００１３】
　２０は子スコープであり、その挿入部２１の基端に操作部２２が連結され、挿入部２１
が挿入補助具３０内を通って親スコープ１０のガイドチャンネル１３内に通されて、操作
部２２は、挿入補助具３０の上端部に形成された子スコープ保持部３２に保持されている
。
【００１４】
　挿入補助具３０の下端部には親スコープ１０のチャンネル入口口金１４に対して着脱自
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在な取り付け口金３１が設けられ、取り付け口金３１と子スコープ保持部３２との間には
、取り付け口金３１と子スコープ保持部３２との間の距離を変化させるように伸縮する中
間筒３３が設けられている。
【００１５】
　中間筒３３は、挿入補助具３０単体を図示する図３にも示されるように、軸線方向に相
対的にスライド自在に嵌合する細い方の筒体３３Ａと太い方の筒体３３Ｂの一対の筒体か
らなり、細い方の筒体３３Ａが太い方の筒体３３Ｂ内に部分的に嵌挿されている。
【００１６】
　３５は、子スコープ保持部３２に子スコープ２０を保持した時に締め付けられる子スコ
ープ保持部締め環であり、３６は、細い方の筒体３３Ａと太い方の筒体３３Ｂとが自由に
スライドしてしまわないように締め付けられる中間筒締め環である。
【００１７】
　図４は、挿入補助具３０から子スコープ保持部締め環３５と中間筒締め環３６が外され
て、細い方の筒体３３Ａと太い方の筒体３３Ｂとが分離された状態を示しており、３７は
、子スコープ保持部締め環３５が螺合する雄ネジ部、４４は、中間筒締め環３６が螺合す
る雄ネジ部である。
【００１８】
　太い方の筒体３３Ｂの突端部に設けられている子スコープ保持部３２は、子スコープ２
０の操作部２２の下端部分が緩く嵌め込まれる形状であって、外径が先広がりのテーパ状
に形成され（テーパ状部分３２ａ）、その端部に開口する複数のスリット３８が軸線と平
行に等間隔で形成されている。
【００１９】
　そして、子スコープ２０の操作部２２と接触する内面側にはシート状のゴム材等からな
る弾力性部材３９が取り付けられており、外面側に形成されている雄ネジ部３７に図５に
単体で示される子スコープ保持部締め環３５の雌ネジ部３５ａを螺合させて締め付けるこ
とにより、テーパ状部分３２ａを弾性変形させて縮径させることができる。
【００２０】
　細い方の筒体３３Ａが出入りする太い方の筒体３３Ｂの逆側の端部は、外径が先細りの
テーパ状に形成され（テーパ状部分４１）、その端部に開口する複数のスリット４２が軸
線と平行に等間隔で形成されている。
【００２１】
　そして、その内面の細い方の筒体３３Ａの外周面に面する部分には、シート状のゴム材
等からなる弾力性部材４３が取り付けられており、外面側に形成されている雄ネジ部４４
に図６に単体で示される中間筒締め環３６の雌ネジ部３６ａを螺合させて締め付けること
により、テーパ状部分４１を弾性変形させて縮径させることができる。
【００２２】
　図７は、上述のように構成された挿入補助具３０の子スコープ保持部３２に子スコープ
２０の操作部２２が保持されて、子スコープ保持部締め環３５と中間筒締め環３６が締め
付けられる前の状態を示し、図１は、子スコープ保持部締め環３５と中間筒締め環３６が
締め付けられた状態を示している。
【００２３】
　子スコープ保持部締め環３５を締め付ける前の状態では、図７に示されるように、子ス
コープ２０の操作部２２の下端部が挿入補助具３０の子スコープ保持部３２に載せられた
だけの状態になっているが、その状態から子スコープ保持部締め環３５を締め付けること
により、図１に示されるように、弾力性部材３９が子スコープ２０の操作部２２に圧接す
る状態になって、子スコープ２０の操作部２２がそこに固定された状態になる。したがっ
て、子スコープ２０の操作部２２を損傷することなく安定した状態に保持することができ
る。
【００２４】
　そして、子スコープ保持部締め環３５を緩めればテーパ状部分３２ａが元の形状に戻っ
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て、子スコープ２０の操作部２２に対する弾力性部材３９の圧接状態が解除され、子スコ
ープ２０の操作部２２が子スコープ保持部３２から取り外せる状態になる。
【００２５】
　また、中間筒締め環３６を締め付ける前の状態では、図７に示されるように、挿入補助
具３０の細い方の筒体３３Ａが太い方の筒体３３Ｂに対して矢印Ｍで示されるようにスラ
イド自在に嵌合した状態（即ち、中間筒３３が伸縮自在）になっている。
【００２６】
　そして、その状態から中間筒締め環３６を締め付けることにより、図１に示されるよう
に、弾力性部材４３が押し潰されて細い方の筒体３３Ａの外周面に圧接する状態になり、
細い方の筒体３３Ａと太い方の筒体３３Ｂとが自由にスライドできない状態になる。した
がって、子スコープ２０の操作部２２を親スコープ１０の操作部１２と共に保持すること
ができる。
【００２７】
　ただし、そのようにして細い方の筒体３３Ａと太い方の筒体３３Ｂとの間を固定してい
るのは弾力性部材４３の圧接力なので、その力より大きな力を加えれば、図１に破線矢印
Ｎで示されるように、細い方の筒体３３Ａと太い方の筒体３３Ｂとを相対的に軸線方向に
スライドさせて中間筒３３を伸縮させることができ、力を加えるのを止めればその時点の
状態が維持される。
【００２８】
　したがって、子スコープ２０の挿脱操作を行う際には、中間筒３３に弾力性部材４３の
圧接力より大きな力を加えて、細い方の筒体３３Ａと太い方の筒体３３Ｂとを相対的に軸
線方向にスライドさせることにより、親スコープ１０のガイドチャンネル１３に対して子
スコープ２０の挿入部２１が進退し、固定ネジ等を操作することなく任意の位置で静止さ
せることができるので、子スコープ２０の挿脱操作を何度でも繰り返して容易に行うこと
ができる。
【００２９】
　なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば子スコープ保持部３２の
テーパ状部分３２ａと太い方の筒体３３Ｂのテーパ状部分４１は、各々先細りのテーパ状
でも先広がりのテーパ状でも、どちらであっても差し支えない。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の実施例の親子式内視鏡の挿入補助具の使用状態の半断面図である。
【図２】本発明の実施例の親子式内視鏡の挿入補助具の使用状態の斜視図である。
【図３】本発明の実施例の親子式内視鏡の挿入補助具の斜視図である。
【図４】本発明の実施例の親子式内視鏡の挿入補助具を分解して示す部分断面図である。
【図５】本発明の実施例の子スコープ保持部締め環単体の半断面図である。
【図６】本発明の実施例の中間筒締め環単体の半断面図である。
【図７】本発明の実施例の親子式内視鏡の挿入補助具の使用前状態の半断面図である。
【符号の説明】
【００３１】
　１０　親スコープ
　１２　操作部
　１３　ガイドチャンネル
　１４　チャンネル入口口金
　２０　子スコープ
　２１　挿入部
　２２　操作部
　３０　挿入補助具
　３１　取り付け口金
　３２　子スコープ保持部
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　３２ａ　テーパ状部分
　３３　中間筒
　３３Ａ　細い方の筒体
　３３Ｂ　太い方の筒体
　３５　子スコープ保持部締め環
　３６　中間筒締め環（締め環）
　３８　スリット
　３９　弾力性部材
　４１　テーパ状部分
　４２　スリット
　４３　弾力性部材

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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